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－ (改造後の不祥事･失言。10%増税の賛否)直近の世論調査から 2019.11.11

１、安倍内閣の支持率は50.5%(前月比▼1.2%減)…相次ぐ不祥事と失言。｢緩み｣指摘

① 月の調査では、珍しく が未実施となったが、これによる若干の誤差は無視して10 NHK
10 10% 200 12 9レポートする。 月は消費税 に増税が実施となり、第 回臨時国会が開幕( 月

67 1日までの 日間)になったが、とりわけに天皇行事(一連の政治ショー)が目白押しだ。

日の剣璽等承継の儀と即位後朝見の儀､ 日の一般参加。4
一番のハイライトは 日「即位礼正殿の儀」で、 の国22 191
と国際機関などの代表が参列した 月には大嘗祭( 日)。11 14

、 「 」が行われ 一部の情報では その後衆議院解散･総選挙へ

という話もささやかれていたが、菅原経産相辞任( 日)、25
河井法相辞任( 日)の閣僚辞任や、相次ぐ不祥事･失言－31
萩生田文科相の英語民間試験をめぐる「身の丈」発言。河

野防衛相の「私は雨男。就任後台風が三つ」との発言－な

どで、このスケジュールは難しくなったようだ。

次期首相レースにも参画しはじめた｢令和おじさん｣菅官

房長官にも逆風が吹き始めた(辞任した菅原・河井大臣や

陰りを見せ始めた小泉環境相は菅氏の仲介とされる)。

②おまけに 月実施の消費増税実施も加えても、今のと10
ころはまだ安倍内閣の支持率には大きな影響は出ていない

様子で、 月末での支持率は (前月比▼ 減)、不10 50.5% 1.2%
34.3% 2.5% 2012 12 2支持は (＋ )だった。 年 月に発足した第

、 。「 」次安倍政権は これまでの閣僚の辞任は河井法相で 人目 長期政権に緩みが出ている10
との評価に「あると思う」が (日経)。 年間の「自民･公明の連立に対する評価」は56% 20
肯定的 ・否定的 というものが出ている( )。34.2% 47.9% FNN

いずれにせよ安倍首相の通算在職日数は今月 月 日には日本の憲政史上、最長の桂11 20
太郎政権（明治･大正期に 度組閣。 日）を抜くことになるそうだ。でも、そんな“3 2886
歴史的な政府”であったような記憶が残らないのはどうしたことだろうか？
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２．消費税10%…10月導入後は既成事実化が進み「賛成47.3%＞反対45.2%」に逆転。

③ 年 月か2013 12
ら調査してきた左

図「消費税 導10%
入について」に顕

著な変化が見られ

たのも今月の特徴

だ。 年 月安2014 4
倍 政 権 化 で と8%
された消費税は、

当初 年 月に15 10
税 率 ％ へ の 引10

2017き上げ予定を

年 月に 年半延4 1
期。さらにその直

前の 年参院選で 年 月まで再延期されたことはご承知の通り。この参院選時に2016 2019 10
「再延期」表明した際に､一時的に「消費税 に賛成」(実質的に止むなし)が 、反10% 52.8%
対 と逆転したのだが、今回はそれ以来初めて「 増税賛成(止むなし)」が 、42.3% 10% 47.3%
反対 と､わずかな差だが、ふたたび「賛成が反対を上回った」のだ。45.2%

左 表 を 見 て

分 か る よ う

7 6に、 月は

社 調 査 の 全

て が 反 対 は

優 位 だ っ た

8 9が、 月と

月 は 日 経 調

査が賛成優位に転じ､ 月増税実施後は３／５社が賛成･納得派となった。既成事実が積10
み上がった以上「しようがない」という声が拡がったのだろう。

④増税に当たっては増税前後の「駆け込み需要や買い控え」が心配されていたが 「駆け、

込み」が ( ) 「買い21.4% FNN 、

控え」は ( 社平均)と目立った変化は見られず、政府21.9% 4
のポイント還元や軽減税率導入などの緩和措置が効いてい

る様子だ。ただし軽減税率制度に対する評価は､一応は「評

価する」が 「評価しない」 と(朝日)、肯定的な評58% 33%、

価の方が多いが 「複雑だ」 (共同) 「買い物の困惑･混乱」 ( )など、消費、 、81.3% 85.7% FNN
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者に困惑･わかりにくさを与えて

いることは否めず、ポイント還

33%元 につ いても 「評 価する 」

に対して 「評価しない」 と、 51%
なっている( )。ANN

キャッシュレス決済について

も、今のところ、余り評判が良

いとは言えないようだ。

肝心の「増税後の日本経済の先行き」に対する不安は が「感じている」と応えて67.2%
おり( 社平均)、景気悪化を「心配している」のは ( )という数値が出ている。3 52.2% FNN

３．野党支持率…立憲7.3%(前月比+0.2%)、れいわ1.1%(▼0.4%減)、Ｎ国0.7%

⑤政党支持率でも､今回は余り大きな変化は見られなかった。立憲民主党はわずかだが支

持を伸ばして になったが、れいわ新撰組は▼ 減の 、 国は と「予想外7.3% 0.4% 1.1% N 0.7%
の健闘」？だ(巷間はもっと下がるとの見込みが多かったが…)。
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閣僚辞任などの影響が内閣支持率にどう出てくるか 月の世論動向が気になるが 天。 、「11
皇行事がひと区切りついて」以降の解散総選挙を狙っていると言われる安倍政局に対抗し

て、野党共闘は「錦旗は立っているが隊列はバラバラ」といった状態だ。先の「消費税」

10% 47%設問にあった これからの消費税をどうするか との朝日の調査では のまま が「 」 、「 」

で最大。次いで「 に下げる」 「 に下げる」 「消費税廃止」 「 以下8% 14% 5% 11% 11% 8%、 、 。

・ 以下・廃止」の 回答を合わせても なのだ。5% 3 36%
れいわの山本太郎代表は「消費税 での野党共闘」を唱え、これに共産党が同調し、5%

立憲や国民、社民の若手からも共鳴する動きが見られるが、この「 共闘」が野党や国5%
民を結集させるスローガンとなり得るのか。朝日の調査では悲観的とならざるを得ないデ

ータなのだが、どう政治的に調整･判断されていくのか見守っていきたい。

４．その他…天皇諸行事、関西電力、台風災害対応など、五輪･競歩札幌変更など

☆これまでの「直近の世論調査から」シリーズ、各種選挙結果とデータなどをホームペー

ジに掲載しています。自由にご利用ください。

http://yoronmeeting2013.web.fc2.com/

(北海道世論調査会まとめ）


